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なぜUDLを学びたいと思ったのか

個別指導の充実

＊「通級による指
導」を担当

＊個別指導計画に基
づいた個に応じた指
導（自立活動・教科
書のない教育）

＊障害特性の理解と
特性に応じた指導

通常の学級との連携

＊個別で学習したこ
とを通常の学級で生
かす（小集団での指
導の充実）

＊子供が多くの時間
を過ごしているのは、
通常の学級

＊そこでの適応を考
えた時、担任のでき
る支援が必要（提
案・助言）

特別支援教育の充実

＊支援の対象の拡大
（意識の変化）

＊通常の学級には、
配慮が必要な子供が
複数いる

＊個に応じた支援の
限界？

UDLが有効？

＊通常の学級内での支
援の充実が必要？

＊多様性に応じた授業
が有効

＊教師の意識改
革が必要



UDLの授業実践の紹介

▪2017年1月18日（水）

▪本一色小学校 6年1組

▪「国語」漢字の広場７

▪「さまざまな読み方」
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同じ漢字でも
読み方がちがう
言葉を見つけて
表現しよう



この授業のゴールは？

▪目標

○同じ漢字でも読み方が違うもの
について知る

○自分に合ったやり方で漢字を調
べ、言葉の使い方に関心をもつ



どうやるの？



・表現するために使う物を選ぶ

１人で

２人以上で



自分の
やりやすい方法を
選ぼう



表現するために使える物

画用紙

方眼紙

ノート

ワークシート



・表現するために使う物を選ぶ

・調べるために使う物を選ぶ

・漢字を調べる

・調べたことを表現する



調べるために使える物

教科書

資料

国語辞典

漢字辞典

タブレットＰＣ



1つ 2つ 3つ→どれもＯＫ

上手
今朝
姉さん

降りる
降る

意味によって
読み方が変わる

特別な読み方

複数の
訓がある













UDLガイドラインに基づく本時のオプション



児童の振り返りカードの結果

①めあては達成できましたか

できなかった 4名、あまりできなかった １名

どちらともいえない ２名、ややあてはまる 10名

あてはまる 15名

②漢字の読み方に興味をもちましたか？

興味がない 0名、あまり興味がない 1名

ふつう 3名、勉強する必要性を感じた 10名

もっと勉強したい 18名 （回答32名）



子供たちの感想のまとめ

▪ 国語の授業は好きじゃないけど、この勉強を教えてもらったら
少し国語の授業に興味をもった。

▪ 友達と「これがあったよ！」とか「へえこう読むんだー」と新し
い発見ができた。最後は手分けをして国語と漢字の辞典で
調べた。すごく楽しかった！

▪ いろんな漢字があっておもしろかった。授業の説明も分かり
やすかった。

▪ こんな楽しい授業は初めて。また通常でもやりたい！

▪ 最初ははっきり言って「やだなー」って思ったけど、やってみて
とても楽しかった。

▪ 自分で学習方法を選べるから、一人一人に合った学習がで
きると思った。



自分の得意な学び
方を選べるようにな
るためには？



学び方に関するコメント(1)

＊自分で調べて、自分がやりやすいワークとかで勉強できてよ
かったです。あと一寸楽しかったです。

＊漢字を書くことは苦手だけど、読み方は得意だから今回の勉
強の内容がすごく分かった。

＊タブレットを使ってやったのが楽しかった。あと、いろいろな漢
字を調べたりするのが楽しかった。

＊詳しく漢字を調べたら、知らなかった読み方もあって知れてよ
かった。どう表現するかによって見方が違ってくるから悩んだ。い
い経験だった。

＊友達と「これがあったよ！」とか「へえこう読むんだー」と新しい
発見ができた。最後は手分けをして国語と漢字の辞典で調べた。
すごく楽しかった！



学び方に関するコメント(2)

＊自分たちで自由に学べて楽しかったです。聞いたこともない読
み方がたくさんあって面白かったです。

＊辞典から漢字を見つけるのは結構難しかったけど、とても勉強
になりました。意味が違う漢字は探すのがとても大変でした。ま
たこの勉強をしたいです。

＊資料を見ただけでも今まで知らなかった漢字やその読み方が
出てきたので、結構勉強になったし、少し楽しかったです。こんな
感じの授業ならもう1回したいと思った。

＊いろんなものや機械、資料などで調べると、自分が知らなかっ
たものにどんどん気づいていけて楽しかった。

＊いろいろな漢字を知ってみたい。あまり書けなかった。もう
ちょっと書きたかった。タブレットとか資料があったからわかりや
すかった。



自分の得意な学び方を選べるよ
うになるためには？（子供側）

▪ そもそもいろいろなやり方があることを子供は
知らないのでは？

▪ やり方を選んでいい、という教育を受けていな
い

▪ UDLの授業の積み重ねがないと選べるよう
になることは難しい

▪ オプションを自分で選んで使いこなせるよう
になるための経験の積み重ねが必要



オプションについて
▪ ただ、オプションを用意するだけでは意味がない

▪ 目的が明確になっていなければ、オプションを増や
しても意味がない。

▪ 自分に合った方法を自分で方略的に使えることが
大事

▪ 自分でこうしたいとわかるのが最終ゴールで、そこ
にもっていく意図が先生にあるかどうかが鍵？

▪ 子供が自分の学びをかじ取りできるようにしていく。
助言が子供自身を学びのエキスパートに育てる方
向に結び付いていることが必要。



通常の学級でのUDLの普及のネックとなるものは
何か？（教師側）

▪ 一斉授業を受けてきた人が教員になっている（他の授業
形態を知らない）

▪ 一斉授業の教授法として発展してきた様々な方法がある

▪ その意味や、良し悪しを考えずにやっていることが多い
（自分のやりたい好きな方法で教える。他の方法を知ら
ない。）

▪ 教える内容が決まっている（教科書がある。子供によって
習得の方法が違うという風には考えない。）

▪ クラスの全員が100％習得しなくてもいいと考えている？


